
 

1 

 

毎月１５日発行          VOL.797         2026年 1月 15日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ZENSHIREN BULLETIN 

今月の表紙【青森県】 

八甲田ロープウェー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
 

会長連載 

令和８年 全肢連 新年挨拶文 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
 

中央情勢 

中央教育審議会の動向、及び令和７年の事業等について ・・・・・・・・・・3 
 

さわやかレクリエーション事業 

12 月開催の様子  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 
 

オールキッズフェスタひょうご ・・・・・・・・・・・・・・・・7 
 

心の輪を広げる体験作文 入賞作品紹介 

最優秀賞受賞 人間のカベ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 
 

理事からのコーナー 

副会長 河井 文 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 
 

全肢連 清水会長スケジュール ・・・・・・・・・・・・・・・・9 
 

トピック  

株式会社 協和様へ新年のご挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

厚生労働省 令和７年度 障害者総合福祉推進事業 ・・・・・・・・・・・11 
 

全肢連事務局からのお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・12 
 

編集後記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

目



 

2 

 

会長連載 
 

令和８年 全肢連 新年挨拶文 

 

一般社団法人 全国肢体不自由児者父母の会連合会 

会 長 清水 誠一 

 

輝かしい令和 8年の新春をご健勝で迎えられましたことを 

心よりお慶び申し上げます。 

昨年 9 月 27 日(土)～28 日(日)に「第５８回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国大会及び第

３４回全道肢体不自由児者福祉大会（札幌大会）」を札幌かでるホールを会場にご来賓各位をはじ

め障害当事者、会員関係者の皆さまのご参加をいただき盛大に開催できましたこと、北海道肢連・

札幌父母の会皆さまのご尽力のおかげと心から感謝申し上げます。 

 本年度の全国大会は、令和 8 年 8 月 29 日(土)～30 日(日)に青森県弘前藩の城下町として発展

した「いいかも‼弘前・恋する弘前」のりんご色のまち弘前市の「アートホテル弘前シテイ」を会

場に開催いたします。全国の会員皆さまのご参加をお待ちしております。 

現在、令和 8 年 4 月 1 日を目途に公益社団法人の認可を目的に内閣府と調整し近日申請する運び

です。 

さて令和 9 年 4 月から「第８期障害福祉計画及び第４期障害児福祉計画」及び「障害福祉サービ

ス等報酬改定」が令和 11年度までの 3年間を計画期間として実施されます。本年度は都道府県及

び自治体が実施したニーズ調査に基づき障害福祉計画が作成されます。報酬改定では全肢連も厚

労省ヒアリングに参加しつつ、核家族化や高齢化に対応する多様な障害福祉サービスを障害児者

はじめ家族・支援者の立場で訴えてまいります。   

特に重度障害者・医療的ケア者が利用できるグループホームは少数で喫緊の課題です。今後の新

規施設整備に係る制度上の位置付けが必要と考えます。また重度訪問介護の支給も地域に格差が

あり必要なサービス（日数・時間数・GH・帰省中）の支給を受けられるよう行政の理解と協力を

求めてまいります。 

本年度の公益財団法人 JKAの指導者育成セミナーは、「成年後見制度」の見直し部分を中心に（成

年後見制度が制定されて 25年を経過）一旦決めた法定後見制度であっても任意後見制度や後見人

の変更が可能となる等の見直し検討について金銭管理だけに特化せず必要な福祉サービスの支

援、日常生活を快適に過ごす環境づくりなど当事者・家族に寄り添える改正案の説明を受けるこ

とを目的にした研修となります。 

日本財団助成事業は、乳幼児～学齢期～成人期～高齢期にかかる医学的リハビリテーションと職

業・社会・教育的リハビリテーションの複雑な仕組みを整理し障害児者に必要なリハビリテーシ

ョンが適切に提供できる体制であるか、成人期移行はスムーズに提供されているか等も検証する

必要があります。具体的には全国の事業者・会員を対象にアンケート調査を行い成長過程に沿っ

た適切なリハビリテーションについてあり方を整理し障害の重度化や二次障害を防止することも

重要なことです。全国 4 カ所でシンポジウム開催する予定ですが、医療関係者を講師に会員の要

望・意見等をまとめ必要な提供体制と新しい仕組みづくりの提言を目的に実施いたします。 

終わりに、日々ご協力いただいておりますコカ・コーラボトラーズ各社のご支援は全肢連・都道

府県肢連父母の会活動の主なる原資です。是非「自動販売機設置促進」にお力をお貸し願います。 

終わりに、各都道府県肢連、地域父母の会、会員・関係者の皆さまのご健勝と更なるご発展・ご

活躍されますことを祈念し新年にあたってのご挨拶といたします。 

令和 8年 1月 1日 
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中央情勢 
下記の記事につきましては、2025年度全国大会（札幌）にて紹介されたものです。 

 

中央教育審議会の動向、及び令和７年の事業等について 

 

文部科学省初等中等教育局 視学官 菅野 和彦 
                   （併）特別支援教育課特別支援教育調査官 

 

 

Ⅰ 中央教育審議会について 

 

令和６年１２月２５日に、文部科学大臣から中央教育審議会に「初等中等教育における教

育課程の基準等の在り方について」が諮問されました。 

諮問の理由には、「深刻さを増す少子化・高齢化、協調・競争と分断・対立により混迷の度

を増すグローバル情勢、気候変動に伴う自然災害の激甚化、生成 AIなどデジタル技術の発展

といった大きな変化があいまって、社会や経済の先行きに対する不確実性がこれまでになく

高まっています。（中略）これからの我が国を担う子供たちは、激しい変化が止まることのな

い時代を生きることになります。子供たちが社会で活躍する 2040年代を展望するとき、初等

中等教育が果たすべき役割はこれまで以上に大きいと考えられます。これまでのよい部分を

継承し、課題を乗り越え、高等教育との接続改善や国際的な潮流にも配意しながら、新たな

時代にふさわしい在り方を構築する必要があります。」などが述べられています。 

この諮問を受け、令和７年１月２９日には、各学校種又は各教科･科目の改訂の方向性に関

する検討に先立ち、諮問された事項に関する基本的な方向性等を検討するため、中央教育審

議会初等中等教育分科会教育課程部会の下、教育課程企画特別部会が同年１月３０日に設置

され、現在（令和７年７月末）で、計１０回開催されています。 

特別支援教育については「インクルーシブ教育システムの充実に向け、合理的配慮の提供

を含め、障害のある子供たち一人一人の教育的ニーズに応じた、質の高い特別支援教育の在

り方をどのように考えるか。その際、特別支援学級や通級による指導に係る特別の教育課程

の質の向上、自立活動の充実や小中高等学校に準じた特別支援学校での改善方策をどのよう

に考えるか。」について、今後、検討することとしています。 

なお、諮問の内容や教育課程企画特別部会における関係資料については、紙幅の関係上、

割愛しますので次の QRコードからダウンロードしていただければと思います。 

 

 

 

【参考】 

○初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問） 

 

 

○初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問のポイント：詳細版） 
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また、今回の諮問においては、「多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成を加速す

るための方策について」も同時に諮問され、教員養成部会も設置されました。ここでは、教

育職員の養成並びに資質の保持及び向上に関する重要事項等について検討が進められており、

両部会が連携を図りながら進めていくこととなっています。   

Ⅱ 令和７年度特別支援教育関係予算の概要 

令和７年度の特別支援教育関係予算については、全体で５１億円（前年度比５億円増）を

計上（図１）し、障害のある児童生徒等の自立と社会参加を目指し、インクルーシブ教育シ

ステムの理念の充実を図るなど、障害のある児童生徒等が十分な教育を受けられる環境を構

築するための経費等を確保しています。 

ここでは、紙面の関係上、医療的ケアに係る事業（図２、図３）を取り上げます。なお、以

下の（ ）内は新規又は令和６年度予算額（以下同）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆医療的ケアが必要な児童生徒等への支援 

１ 医療的ケア看護職員の配置 

４、５６２百万円（４、０３７百万円） 

  学校における医療的ケアの環境整備の充実を図るため、自治体等による医療的ケア看護

職員の配置（校外学習や登下校時の送迎車両への同乗を含む）を支援。令和７年度は４、

９００人分に拡充。(対前年度３５０人増)                  

  私立幼稚園への医療的ケア看護職員配置に係る経費について保育所と同様にその一部を

補助。                       

２ 学校における医療的ケア実施体制整備事業 

  ３１百万円（３２百万円） 

○災害時を含む医療的ケアに関するガイドライン策定に向けた調査研究 

   各自治体におけるガイドラインの策定を促進するため、災害時対応を含む盛り込むべ

き事項など、参考となるひな形等を提示するための調査研究を実施。 
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○医療的ケア児への保護者の負担軽減に関する調査研究 

   各自治体における保護者の付添いの状況等を分析し、保護者の負担軽減に関する調査

研究を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに  

 文部科学省においては、障害のある子供たちの学びの充実に向け、学習指導要領の改訂に

取り組むとともに、関係機関等との連携により、切れ目ない支援体制構築をはじめ、必要な

方策の充実に努めてまいります。引き続き、文部科学省の取組に際し、ご理解とご協力をお

願いいたします。 
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さわやかレクリエーション事業 
 

 

全国各地でさまざまなレクリエーション事業が実施され、スポーツや芸術活動、野外活動

などを通じて、多くの皆さまに交流や楽しみの輪が広がりました。 

 

12 月には、各地域で工夫を凝らしたクリスマス会が開催され、笑顔あふれるひとときと 

なったようです。普段は一つの取り組みを取り上げてご紹介していますが、今回は特に華や 

かなクリスマス会の様子を、各地のお写真とともにお届けいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンジェラスの会の皆さんと交流 

（神奈川県） 

クリスマスケーキ作り（宮城県） 

 

葵桜シンフォニックオーケストラの演奏 

（愛知県） 

おとのひびきさんによる歌の披露（山形県） 

・・・お知らせ・・・ 

事業が無事に終了しましたら、実施報告書 

を全肢連宛てにお送りくださいますよう 

お願いいたします。  

なお、今年度のさわレクは 2026 年 2 月末 

までの実施をお願いしております。皆さま 

の工夫あふれる活動のご報告を 

楽しみにしております。 

 

市
長
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

（
奈
良
県
） 
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オールキッズフェスタひょうご 
 

 

2025 年 12 月 6 日と 7 日の 2 日間、兵庫県西宮市総合福祉センターにて開催された『オー

ルキッズフェスタひょうご』に参加をさせていただきました。「誰もが参加できる場づくり」

というテーマがしっかり根づいていて、しめ縄作りのワークショップや、分身ロボット

OriHimeカフェでの交流などに多くの方が来場されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アウトドアメーカーとの連携で医療的ケア児者の 

キャンプ参加を支える取り組みは社会の可能性を広 

げる挑戦そのもので、防災用品の展示と並んで参加 

者の関心の高さを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県肢連のご家族や障害福祉の関係者の皆様が協力し、素晴らしいイベントになりまし

た。とても温かく、そして意義深い 2日間でした。（松田副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←事務局からは、メタバース会場へ 

お邪魔させていただきました！ 

広い会場内に各ブースが設置されてい

て、各々の説明動画や作品を見ること

ができるのに感動しました。Instagram

にて会場の様子動画を少しアップいた

しました。ぜひご覧ください。（島田） 
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心の輪を広げる体験作文 入賞作品紹介 

 

 

最優秀賞受賞 

人間のかべ 
埼玉県 5年 

Y・R さん（女性） 

 

今でも私は一組の家族に感謝しています。それは二年前のことです。その日はお母さんと

お姉ちゃんと商業施設に買い物へ来ていました。二階から三階へ移動するのにエスカレー

ターへ向かっていた時です。突然お姉ちゃんの大発作が起きてしまいました。 

 

「りさ、お姉ちゃん発作だから、この場所で横にするから止まってて。」 

 

とお母さんが大きな声で言いました。私はあわてて振り返ってお姉ちゃんを見ました。「大

変だ、沢山の人の前で倒れちゃった。」 と思いました。 休日で多くの人が行きかっていた

ので、横目で見て通りすぎる人、怖い物を見た表情の人が多くて悲しい気持ちになりまし 

た。「どうしよう。」 その時、 

 

「私は看護師です。何かお手伝いします。 救急車呼びますか。」 

 

とお姉さんがお母さんに声をかけてきました。続けて一組の家族が私に声をかけてくれまし

た。 

 

「私達は何もできません。ただ回りの人から見えないように様に壁になるので、お姉さん

の発作が戻るまで立っているので気にせず対処して下さい。」 

 

とすごく気になって悲しい気持ちになっていた私ですが、その言葉でほっこりとして、あた

たかい気持ちに変わりました。 

 

お姉ちゃんには持病があり障害者手帳を取得しています。バックにはヘルプマークをつけ

ています。毎月大きな発作が起き、時には転倒してケガをしてしまいます。見ていて私は辛

いです。早くお姉ちゃんに合った薬が開発され、発作がなくなる事を祈っています。病気が

ありますが、私にとって世界で一人の大切なお姉ちゃんで大好きです。 

そんなお姉ちゃんのピンチに、多くの人から見えない様に立って下さった家族の方に感謝

しています。見て見ぬふりをする人がほとんどでしたが、「声をかけてくれた事、そして

壁になってくれて心強かったです。何も出来ないと言われてましたが全く逆です。今後私

もその様な場面にそうぐうした時は、自分に出来る事でお手伝いしたいと思います。あの時

はバタバタしていてしっかりとお礼が言えませんでした。 

 

「人間の壁、とても大きく、高い壁でした。そしてあたたかい壁でもありました。本当にあ

りがとうございました。」 

と伝えたいです。 

（令和 7年度 「心の輪を広げる体験作文」入賞作品集より） 

 

 

 

 



 

9 

 

理事からのコーナー 

 

府中市新庁舎の障害者用トイレがけっこうスゴイです 

                             副会長 河井 文 

 新年早々トイレの話題ですみません。 

私の地元東京都府中市では現在市庁舎の改築が進んでおり、市役所組織の多くが入る「お

もや」がすでに完成し令和５年８月から利用されています。その１階に障害者福祉課があり、

近くの障害者用トイレ２箇所には介助用ベッドが設置されています。うち１箇所には天井走

行型のリフトと足元のペダルで操作する昇降機能がついたベッドが設置されています。全国

でもリフトまで設置している市役所は少ないそうですが、改築にあたって市の担当者がいろ

いろな障害者団体にヒアリングを行い整備したとの事で、竣工後の内覧会で案内してもらっ

た時には感激しました。他にもオストメイト対応設備が場所によって高さを変えているとい

う説明を受け、丁寧に対応していただいたと思うと共に、府中市の父母の会の要望に毎年介

助用ベッドの設置を挙げていたことが報われた気がします。 

 障害の有無にかかわらず、トイレは外出する際に気になる 

場所です。数が少ない、清掃が行き届いていない、場所が分 

かりづらいなど心配の種になります。障害者にとっては尚更 

気になります。最近では介助用ベッドが設置されている障害 

者用トイレが増えましたが、数が少なくて待ち時間が長くな 

ることもよくあります。幸い市の中心部の京王線府中駅近辺 

には市役所も含め介助用ベッドが設置されているトイレが、 

私が知っているだけでも７箇所あります。介助用ベッドの必要性を多くの方に認識していた

だいていることに感謝です。 

 新庁舎は一部の市の組織と市民交流スペース、カフェ、売店などが入る「はなれ」が今年

中に完成予定で令和９年１月から稼働する予定です。近くにお越しの際は一度お立ち寄りく

ださい。 

 

 

全肢連 清水会長スケジュール 

12月 清水会長スケジュールをご報告いたします。 

 

・全肢連事務局（1日～3日） 

→書類作成 

・日肢協デジタル写真展 授賞式出席（3日） 

→東京芸術劇場 

・日本財団助成事業第 3回シーティングセミナー出席（14 日） 

  →東京都障害者総合スポーツセンター 

・岐阜県立希望ヶ丘特別支援学校 表彰式出席（15日） 

  →最優秀賞・努力賞・最多応募賞受賞者 

・和やかレクリエーション下見（16日） 

→すみだ水族館 

・全肢連事務局（17日） 

→事務 
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トピック 
 

毎年ご支援をいただいております、株式会社 協和様へ 

新年のご挨拶をさせていただきました。 

 
オーダーメイドの Uランドセルをはじめ、たくさんの素敵 

な鞄のお写真を撮影させていただきました！全肢連ホーム 

ページでもご紹介させていただいております。 

 

すべての子どもたちがランドセルを背負って通学できるこ 

とを願い、株式会社 協和様では、1999年よりユニバーサル 

ランドセルの製作に取り組まれていらっしゃいます。 

色はもちろん、形や材質、使い勝手、着脱しやすい金具な 

ど、細部まで選択が可能で、安全面についてもご相談いただ 

けます。 

 

現在は、2026年度入学のお子様向けカタログを全肢連ホー 

ムページに掲載しておりますが、2027年度入学のお子様向け 

の新しいカタログも、まもなく完成予定とのことです。最新版カタログにつきましても、全

肢連ホームページに掲載いたします。 

 

毎年、あーと展覧会（ふわりぃ賞）や和やかレクリエーションにご協賛をいただき、温か

いご支援に深く感謝申し上げます。（島田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 協和様ホームページ             オーダーメイドＵランドセル 
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トピック 
 

厚生労働省 令和７年度 障害者総合福祉推進事業 

「障害福祉現場の生産性向上に向けた調査研究事業」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省詳細ページ   参加申し込みページ 
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全肢連事務局からのお知らせ 
 

今後のスケジュール 
いずみ 164号 発行    2月 20日 （金） 

和やかレクリエーション  2月 21日 （土） 

令和 7 年度  理事会   3月 6日 （金） 

わ 147号 発行      3月下旬 

 

 

 

 

🌸 2026年あーと展カレンダーは、若干の在庫がございます。ご希望がございましたら、全肢 

連事務局までお気軽にご連絡ください。 

 

🌸 2025年度版事務局調査のご協力をお願いいたします。変更事項、わ・いずみの発送部数等 

 の更新もご記入ください。 

 

🌸 全肢連情報は毎月 15日発行（土日祝日の場合は翌業務日）となります。発行のお知らせ

等ございませんので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 

新しい年が始まり、気持ちも新たに１月号を作成させていただきました。寒さが一段と厳

しくなる季節ですが、澄んだ空気や冬ならではの景色に、身の引き締まる思いもいたします。 

本年も、皆さまの活動や思いを丁寧にお伝えできるよう努めてまいります。 

皆さまにとって実り多い一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。（島田） 

 

 
  

 

来月号 ２月１６日発行予定 

 

□編集・発行 

一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 

 〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－４３－１１ 

福祉財団ビル 5 階 

ＴＥＬ：０３－３９７１－３６６６ 

ＦＡＸ：０３－３９７１－６０７９ 

メール：zenshiren@zenshiren.or.jp 

全肢連公式ホームページでも全肢連情報をご覧になれます 

https://www.zenshiren.or.jp 


